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中松ら7)は,1964年に中国山系 (鳥取および岡山県東部境界)において捕獲したタヌキ (Nyc-

tereutesprocyonot'desviver7-inus)の牌に小型吸虫の寄生を認め,Concinnumtenと同定したが,こ

れは本邦のタヌキに C･lenを検出した最初の報告である.次いで本学の村上ら6) は,1969-70年

に宮崎県下で捕獲したタヌキ3頭にC.tenの寄生を認め,当地方のタヌキに本虫がかなりの程度に

授産するものと推測した.今回は,それ以降の3年間 (1971-73年)に宮崎県下で捕獲したタヌキ

を検査した成績を述べ,当地方のタヌキに本虫が濃厚感染する状況を報告したい.

材 料 お よ び 方 法

供試タヌキは 16例 .そのうち2例は飼育者の好意により分与を受けたもの, 1例は可検材料と

して本学に搬入されたもので,他の13例は狩猟者がワナを仕掛けて捕獲 (一部は射殺),頭部を水

中に浸漬して溺死させたあと,死体を剥製の用に供する際,摘出内臓 (陣を含む)を本学で買い受

けたもの.いずれも飼育者並びに狩猟者から,供試タヌキの生息地 (捕獲地)をできるだけ詳しく

聴取した.

供試タヌキの死体 (または内臓)は,剖検に際し各月蔵器の肉眼所見を観察,とくに勝については

牌管を切開してC.ten寄生の有無を精査した.観察終了後の臓器は 10% ホルマリン液に浸演,固

定後,細片を切出し,パラフィン包埋 ･薄切,H･E染色を施して組織標本を作製.一方,牌管か

ら取 り出した虫体は生理食塩水中に入れて付着物を除去後,2枚のカバーグラスの問に挟んで軽く

圧届,次いで70% アルコールで固定し, -マ トキシリン (デラフィル ド)染色を施してバルサム

で封入,鏡検の用に供した.
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観 察 成 績

1. 虫体所見

供試虫20匹 (各供試 タヌキの僻管から無作意的に取 り出したもの)の体長は 1.10-3.30mm

(2mm以上は2匹のみで,他の18匹.ほそれ以下),体幅は0･40-0･95mm.全体として偏平紡錘形.

口吸盤は体前端の正中線上にあり,口吸娘より大きい腹吸柚 ま休の前方 3分の1の正 中線上に位

置.口吸盤に続いて咽頭があり,細く短い食道に連なる.食道の後端は二分岐して腸に移行,腸は

体の両側を後走し,体の後方約3分の1のところに終わる.精巣は腹吸盤の後両側に 1対あり,い

ずれも腸の内側に位置.精巣から出る1対の小輸精管は合一して陰茎嚢 (毛状突起嚢)に連なる.

受精嚢および陰茎 (毛状突起)を包蔵する陰茎嚢は円筒状細長,その発端は腸分岐部付近 (多くは

分岐部の前方)において生殖孔に開く.卵巣は類円形で体のほぼ中央 (右または左精巣の後中央)

に 1コ存在.輸卵管はメ-1)ス腺内の卵形成腔に連なるが,途中,受精嚢 ･ラウレル管と連通.卵

黄腺は体の中央よりやや後方で,左右精巣の後方域にブ ドウの房状を呈して分布.それから出る卵

黄輸管は卵黄貯嚢を経て卵形成腔に開く.卵形成腔に続く子宮は複雑に迂曲しながら後走し,休後

部に達するや反転して体前部に向い,最後は腸分岐部付近で生娘孔に開口.子宮内の卵は小型ない

し中型,長円形で暗褐色の厚い卵殻を被 り一端に小蓋を付す.排湛嚢は管状,両側のものが合して

先端は排椎孔に開く.

以上の虫体構造からみて,村上ら6),野坂ら3)が Conc,in77um te/lと同定したものと同一であり,

今回,タヌキの牌管に寄生を認めた小型吸虫は C.tenに相違ないことが判明した.

2.供試タヌキの寄生状況

各供試例ごとに,-い死または殺処分の期日,性別,成長度,生息地 (捕獲地),来歴,C.ten寄

生の有無並びにその程度を記すると以下のとおりである.

第 1例 1971年1月5日,宮崎県日南市仮星地区で狩猟者が射殺.早,成狸.僻管に C.tenが

少数寄生.

第2例 宮崎市神宮町で飼育せられたが,1971年5月 18日に肺炎のため-い死. 早,成狸.本

例は 1969年11月,宮崎県日南市伊比井地区で捕獲した幼狸を,その後間もなく上記の場所に移し

て飼育したもの.勝管に C.tenの寄生は認めなかった.

第3例 宮崎市神官町で飼育せられていたが,衰弱のため飼育者から寄贈の申し出があり,1971

年7月10日剖検･含,成狸･木例は剖検のわずか3週間前 (6月下旬)に, 宮崎県日南市伊比井

地区で捕獲した成狸を上記の場所に移して飼育したもの.牌管に多数の C.te77が寄生,十二指腸

にも同一虫の寄生を認めた.

第4例 宮崎市近郊産 (詳細地名不詳).1972年3月 18日夜,路上で自動車と出合い, ヘ ッ ド

ライ トに目がくらんでひき殺されたもの.合,成狸.牌管に C.tenの寄生を認めない.

第5例 1973年 1月26日,宮崎県西諸県郡須木村で捕獲.含,成狸.牌左葉に相当数の C.te〟

が寄生,勝右葉には少数寄生.

第6例 1973年1月27日,宮崎市内海野島地区で捕獲.含,成狸.牌の左右両案に少数のC.ten

が寄生.

第7例 1973年1月28日,宮崎県宮崎郡清武町で捕獲.谷,成狸.脚 こC.tenの寄生は認めな
い,
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第 8例 1973年 1月28日,

C.tenの寄生を認めた.

第 9例 1973年 2月5日,

を認めた.

第 10例 1973年2月6円,

坐.

第 11例 1973年2月7日,

坐.

第 12例 1973年 2月

9日,宮崎県東諸県郡高

岡町穆佐で捕獲.早,成

壁.牌に少数のC.tenの

寄生を認めた.

第 13例 1973年 2月

12日,宮崎県北諸県郡山

之口町で捕獲.杏,成狸.

牌に少数の C.tenが寄

坐.

第 14例 1973年 2月
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宮崎県北諸県郡高城町匹q家で射殺 したもの.合,成狸.勝に少数 の

宮崎県都城市西岳地区で捕獲.早,成狸.勝に少数の C.tenの寄生

宮 崎県西諸県郡須木村で捕獲.早,成狸.榊 こ少数の C.Ip′7が寄

宮崎県北諸県郡山之口町で捕獲.早,成狸 .碑に少数の C.le77が寄
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12日,宮崎市木花曽山

寺地区で捕獲. 早,成

狸.僻に少数のC.tenの

寄生を認めた･ ､_._._.′･ー■ノ
第 15例 1973年 2月 /

l=:コ
14日,宮崎市内海野島 ＼

地区で捕獲.早,成狸.

勝に少数の C･te/7が寄

坐.

第 16例 1973年 2月

15日,宮崎県 日南市伊比

井地区で捕獲. 含, 成

狸.牌にC.te〟の寄生を

認めない.

以上16例の供試タヌキ

の生息地 (捕獲地)を示

すと第 1図のとおり.図

中の数字は供託例の番号

を表わす.
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寄生状況を年次別に集計すると, 1971年は3頭中2例 (66･7%)に寄生,1972年の1頭には寄

生を認めず,1973年は12頭中10例 (83.3%)に寄生.3年間を通算すると16頭検査して12例に

寄生を認め,寄生率は75.0%.陰性だった第2例は,幼狸の時期から脱自然環境下の飼育状態にお

かれ,感染のチャンスが無かったものと推測される.従って,これを除外すると15頭巾12例,す

なわち80.0%の高い寄生率を示したことになる.

次に陽性 12例について,寄生の程度 (寄生数)をみると,多数寄生1例 (第3例),中等度寄生

1例 (第5例)のほかは,いずれも少数 (軽度)寄生であった.

なおC.ten以外の寄生虫として,肺に肺吸虫 (Pa7-agOniml/SSP･)の寄生を認めたもの1例 (第14

例),小暇に線虫 (回虫?)の寄生を認めたものが7例 (第 1･4･8･9･10･12･13例)あっ
+,.J＼､_●

3.寄生膝の病理学的所見

寄生肝 (大部分は軽度寄生)の肉眼所見は,酵管の主管がわずかに拡張 ･肥厚を呈するのみで,

側枝に変化は認めない.鏡検上,輝管粘膜は増生し,粘膜上皮が管腔に向かって短乳し状に腺性増

姉を呈する.また上皮の剥離脱落などカタル性変化を示すものも少なくない.粘膜固有層は軽微に

増生し,若干の好酸球 ･リンパ球 ･プラスマ細胞が浸潤.粘膜下組織の増生は一般に軽微.そのた

め菓問並びに小葉間結合織の増生は至って軽く,腺実質の萎縮を招くものはない.病的聯管の管腔

内には,脱落上皮 ･変性細胞などとともに虫体 (C･ten)および虫卵を含む.これを要するに,少数

寄生の場合の病変は一般に軽く,とくに憂い変化は認められない.

考 秦

Yamaguti(1939)10)は,京都近郊で捕獲したテン(Ma7-teSmelampusmelampus)の小腸に小型吸

虫の寄生を認め,Eui･ytrematenと命名した.後に Travassos(1944)9)は Eurytrematenを Con-

ci7mum 属に移し,Yamagutiもそれを承認したが, これが Concinnumtenの由来である.ところ

でC.tenをタヌキから見出した報告は,中松ら 7)のものが最初である.その後,われわれは1969

-1970年に宮崎県下で捕獲したタヌキ3例を検査し, そのいずれにもC.tenの寄生を認めたこと

から,当地方のタヌキに本虫がかなり濃厚に浸涯するものと推測したが,例数が少ないので断定は

下し得なかった. しかるに今回, その後 (1971-1973年)における検索結果からみて,本虫の濃

厚感染は確実視されるに至った.

宮崎県は日向灘に面する海岸線を除いては山地の多い地勢である.すなわち県の北部 (大分県と

の境)から西南部にかけては,幅広い九州山脈が連なり,また南の方,鹿児島県との境も山地が多

い.海岸線といっても,県北並びに県南 (青島以南)では山岳がすぐ海に迫っている.このような

地勢上,山地性の野獣が多数生息し,猟期にはタヌキのほかノウサギ ･イノシシ･イタチ ･シカ･

ムササビ･テン･アナグマなどが相当数捕獲される.1970年の狩猟統計によると,宮崎県のタヌ

キの捕獲数は2,269頭で,鹿児島県 (3,075頭)に次いで全国第2位を占めている.捕獲数の多い

ことから,当然,生息数も多いことが推定されるが, それら多数の生息タヌキにC.tenが濃厚に

浸淫するもようである.もっとも今回の供試タヌキは主として宮崎県の南半域で捕獲したものであ

るが,前回 (1969-1970年) の調査では, 児湯郡木城村で捕獲したタヌキに本虫の感染を認めた

ので,恐らく県の北半部においても同じ程度に感染が起きているものと考えられる.また供試例中

の第9例は,鹿児島県との県境に近い場所で捕獲したものであり, このことからC･tenの浸準が



芦沢･村上･野坂･斎藤‥宮崎県下に生息するタヌキのCo"C""lZLm le'l濃 厚感染について 115

鹿児島県にも及んでいるのではないかと推測される.

ところで C･lenの濃厚感染は,当地方のタヌキがこの吸虫の中間宿主に接触の機会がきわめて

多いことを物語っているIC･tenの中間宿主は現在のところ不明であるが,同じ二腔吸虫科 (Family

Dicrocoeliidae)に属する GenusDIc7-OCOelium の第-中間宿主は小型のカタツム リ類 (Zeb7-inn

det7-ita,その他),第二中間宿主はアリ類 (Fo- icafuscaなど)である (板垣ら3)).また同科の

GenusEu7-ytrem叫ま,第一中間宿主がカタツム l)質 (Bradybaena5imila7-is5),Bradybaenasiebol-

dia,la2),Ganeselajaponica2) など),第二中間宿主はキリギリス科の昆虫のホシササキリ(Cono-

cephalusmaculatus)である (Basch1))･El･･/I･yt7-ema属とは近縁関係にある Concinnum 属であるか

ら,中間宿主としてカタツムリ類 (第一)や昆虫額 (第二)が疑われるが,すべては今後の検討に

待つはかない.

タヌキは分類学上,食肉類に届するが,食性は雑食性である.本学の清水薫教授によると,タヌ
キは山麓部の人里近くに住み,田に出てカエル ･タニシを食べ,また川岸で魚を捕え,サワガニ ･

ミミズ ･野ネズミ･昆虫類や-どなどを食う.とくに野ネズミが好物らしいが,これらの食物 (動

物)のなかに,またタヌキが日常接触する動物 (昆虫など)に,中間宿主となり得るものがあり,

しかもそれが宮崎県 (ないし南九州)に広く分布するため, 当地方のタヌキにC.tenの潰厚感染

が起きたのであろう.また清水教授によると,宮崎県地方のタヌキはほとんど冬眠をしないという

が,その期間分だけ中間宿主との接触が多いことになり,このへんに濃厚感染の要因がひそんでい

るのかも知れない.

供試タヌキは,飼育例を除き大体において栄養可良であった.これは一つには猟期が冬であるの

で,体脂肪の蓄積が多いためであろうが,一方では C･tenが寄生しても,程度が軽いと体に著害

を与えない証拠でもある.供試タヌキはいずれも成狸であるが,体長 (頭端より尾根部までの長さ)

は45-50cmで,年令は2才前後と推定される (すなわち, とくに老令のものはない).従って感

染後の経過が比較的短く,寄生数も割 りと少ないため,体に与える障害が軽くすんでいるのであろ

う. もし多数寄生し長期慢性にわたる場合は,臨床上の障害が起きることも避けられないと考え

る.

総 描

1971-1973年の3年間に宮崎県下で捕獲したタヌキ16頭の勝 (牌管)を観察の結果, そのうち

12例,すなわち75.0%の高率に Concinnumtenの寄生を認めた.われわれが1969-1970年に実

施した調査成績 (3頭検査して全例に寄生を認めた)と合わせ考えるとき,当地方に生息する多数

のタヌキに,本虫の濃厚感染が起きていることが確実と推定せられる.Concinnumtenの中間宿主

は現在のところ不明であるが,当地方には中間宿主 (第一,第二?)となり得る動物が広く分布

し,タヌキがそれらに接触する機会が多いものと考えられる.

終 りに,種々ご教示いただいた本学 ･清水 薫教授に厚くお礼申しあげる.また供試タヌキの入

手に協力下さった本学の大塚宏光助教授 ･中島義人技官並びに供試材料の提供を受けた宮崎市 ･古

藤 功氏に深謝する.
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Summary

Wefoundtheparasitismofverysmallflukes,withtheirbodylengthsof2･Ommorso,in

thepancreaticductsofthreeracoon-dogs(Nycte7･euteSProcyonoidesvlve7･rinuS),Whichwel･e

capturedinMiyazakiPrefectureinrecentyears(from1969to1970),andidentifiedtheflukesas

Co71CinJlumtell(Yamaguchi,1939)asaresultofourmorphologicalinvestigatioll.

Afterwal･dsweinspected161･aCOOl1-dogscat)tt汀edinthefollowingregionsinMiyazaki

Prefecturedurillgthesucceedingthreeyears(1971-73)allddetectedCo7lCi,lnum,te,Ialsoin12

czISeS(75.0,00')ofthe16:SukiVillとLgeinNishimOrOkata-gun,TakajoTow上linKitamorokata-

gun,YamanokLIChiTow上linKitamoroknta一gun,TakaokaTowュlinHigasllim orokata-gun,

Nisllidake-choinMiyakonojoCity,NichinZInCity(KariyaandlbiiRegiollS),andMiyazakiCity

(UclliumiandKiballaRegions).

TherとtteOfitsparasitismlTlaybeconsidel･edtobevel･yhighil一COmbinationwitlltlleresults

ofinvestigationfortheabovefiveyears.

Therearealargenumbe1･Ofracoon-dogsillMiyazakiPrefecturefrom thetopogral)hieとII

standpoint,alldthenunlberoftllemCapturedbyllunterSamountedto2,269in1970alldranked

secondinJapalllleXttOKagoshimaPrefecture.Itispl･eSumedthatthickinfcctiollOfCoJlCL'/lノTLLZJL

te"nearlycert(linlyoccurredinracoon-dogsinhabitinginMiyazakiPrefecture.

AlthoughtheintermediatehostsofConct'nnum tenisyetunknownとttpreSellt,itseems
lilielythatsomeallimalswhicllmaybethefirstorsecond(?)110StSareWidelydistribLltedin

tllePrefectLlre.


